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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員  橋 本 洋 一  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 市政運営 3年間の総括と今後の取組について 

(1) 中川市政 3年間の総括と今後重点的に取り組む項目について聞きたい。また、

財源の裏付けを含め、新年度予算への反映についてはどう考えているか。 

 

2 災害発生時の安否不明者の氏名等の公表について 

(1) 県が災害発生時の安否不明者や死亡者の氏名等に関する公表方針を発表した

が、当市の対応はどうか。 

 

3 警察統計と市民安全施策の推進について 

(1) 交通事故や犯罪の発生状況については、中郷区を除いた数字が「上越警察署

管内の発生状況」として公表されているが、市民安全施策の推進に関して市民

への混乱や誤解等はないか。 

 

4 高齢者の交通事故防止について 

(1) 当市の高齢運転者（運転免許保有者）の実態はどうか。また、運転免許証の

返納支援など、高齢者の交通事故防止施策の取組状況について聞きたい。 

 

5 単身高齢者の孤立化防止対策について 

(1) 当市の単身高齢者の実態と孤立化防止対策について聞きたい。 

 

市 長 

 

 

 

市 長 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員  髙 橋 浩 輔  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 市民の多様な活動の場の確保について 

(1) 地域における市民の多様な活動の意義や効果をどのように捉えているか。 

(2) 特に高田地区において、貸館等の活動の場が不足して困っている、思うよう

に活動できないといった声を聞くが、市はそのような声を把握しているか。ま

た、今後何らかの対策を取る考えはないか。 

 

2 上杉謙信公没後 450年、生誕 500年に向けた取組について 

(1) 記念事業や関連イベント等の準備及び実施に向けた取組について、市は「高

田開府 400 年祭等を参考としながら実行委員会形式で」としているが、どのよ

うな組織体制で、いつ立ち上げるのか、見通しを聞きたい。 

(2) 市はこれまで「没後 450年、生誕 500年は重要なエポック」と考え、「多くの

方々から謙信公や春日山城跡の歴史に触れ、感じていただく、そして地域への

愛着を育み、未来へ発信していくための好機と捉え、記念事業の開催を検討し

ていく」と答弁しているが、具体的に何を目的にどのようなことをイメージし

ているのかを聞きたい。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員  江 口 修 一  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 上越市のＤＸ化について 

(1) 第 7次上越市行政改革推進計画では「人づくり」「組織づくり」「健全財政の

維持」を 3 つの基本方針とし推進するとしているが、ＤＸの活用による「業務

執行方法の改善」について進捗状況を聞きたい。 

(2) 民間企業の専門家をＤＸ推進官として活用した業務の効率化に向けた取組に

ついて聞きたい。 

(3) 市では、令和 6年度から職員向けの生成ＡＩの本運用を開始したが、今後ど

のように活用していくのか聞きたい。 

 

2 通年観光計画の現状等について 

(1) 具体的な事業効果や経済効果、投資の回収見込みはどうか。 

(2) 観光客数の 1.3倍という目標の達成可能性をどう考えているか。 

(3) 計画の成功には、市民や地元事業者の協力が不可欠だが、十分な説明がなさ

れたと考えているか。また、合意形成はどの程度進んでいるのか。 

(4) 春日山地域の観光拠点施設について、維持管理経費なども含め、将来的な見

通しを聞きたい。あわせて、持続的な運営や維持管理の体制構築が重要と考え

るがどうか。 

 

3 市政運営における施策の優先順位について 

(1) 市長は通年観光の推進に取り組んでおり、観光の推進が重要なのは理解する

が、通年観光計画の総事業費は 49億円とされており、多額な投資が市の財政や

他の重要施策の推進に影響があると考える。例えば、産業振興や企業誘致など、

他に優先順位が高い施策があると考えるが、他の施策とのバランスを重視した

方がよいのではないか。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員  ストラットン恵美子  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 人と動物の共生社会について 

(1) 動物に関わる諸課題について、庁内関係課や新潟県動物管理センター、民間

の愛護団体間の協力関係を明確化するため、環境基本計画に動物愛護に関する

体制について記載する考えはないか。 

(2) ペットと共に暮らしやすい「ペットフレンドリーな街づくり」や、ペットを

連れて観光を楽しめる「ペットツーリズム」を推進することは、地域経済の活

性化にもつながると思われるが、市として積極的に取り組む考えはないか。 

(3) 廃止となった市の施設や廃校を活用し、市民が訪れやすく、災害時にはペッ

トの避難所にもなり、民間の動物愛護団体も利用可能な共有スペースを併設し

た動物保護管理センターを県と連携して設置することはできないか。 

(4) 地域猫の問題や多頭飼育崩壊などの諸課題を解決するため、ふるさと納税型

クラウドファンディングを活用して猫の不妊去勢手術費助成事業を実施する考

えはないか。 

 

2 人生 100年時代における高齢者の生きがいづくりについて 

(1) 高齢者の生きがいづくりや地域活性化のため、単身もしくは夫婦の高齢者が

住む持家を活用して、血縁関係のない若者と高齢者が共同生活を送る「異世代

ホームシェア」の取組を進める考えはないか。 

(2) 地域住民の見守りや高齢者の社会参画を促す働きなどを通じ、地域全体の支

え合いを目指す「コミュニティナース」について、事業所などと連携して推進

する考えはあるか。 

(3) 市民一人ひとりが認知症に対して偏見を持たず、認知症と向き合い、予防と

備えに取り組む姿勢をさらに促進するため、認知症に関する条例を制定しては

どうか。 

 

3 姉妹・友好都市とのあり方について 

(1) オーストラリア・カウラ市との国際交流やダーウィン市との友好交流協議が

進む中、当市における国際交流のあり方について聞きたい。 

(2) 国内の姉妹都市・友好都市との交流の現状を聞きたい。また、今後更に活性

化していく必要があると考えるが、今後の展望を聞きたい。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員  こんどう 彰治  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 市長公約等について 

(1) 子育て全国一を目指すとしているが、具体的な取組を聞きたい。また、現時

点で全国一になっていないのだとすれば、その理由も聞きたい。 

(2) 保倉川放水路及び儀明川ダムの早期完成を目指すとしているが、放水路につ

いては未だ事業化されておらず、ダムについては令和 10年度以降の本体着手と

聞く。市長は就任後、国や県に対し、早期完成に向けてどのような活動をして

きたのか。 

(3) 雪国文化の雁木町家や寺町の町並みを整備・保存するとしており、雁木につ

いては世界遺産の登録まで目指すと発言しているが、その後の進捗状況はどう

か。また、火災に伴う雁木の焼失が続いているが、世界遺産への登録を目指す

ならば再建が求められる。市としてどう対応するつもりか。 

(4) 副市長 4人制と政策諮問委員については、任期中の公約達成を断念したと報

じられているが、断念した理由を聞きたい。報道によると、議会や市民に理解

してもらえなかった、市政運営に大きな影響はないと説明しているが、市長自

身が理解を得ようと積極的に努力したのか。また、市政運営に大きな影響がな

いとはどのような意味か。そもそも必要なかったということか。 

(5) 東京事務所の設置について、具体的な成果を聞きたい。 

 

2 中学校部活動の地域移行に係る課題について 

(1) 中学校の運動部活動においては、指導者の質的、量的な問題があると考える

が、当市の状況を聞きたい。 

(2) 令和 8年度以降、平日の部活動も廃止される方向になった場合、地域クラブ

の指導者が不足することが考えられるが、市としてどのように対応する考えか。 

(3) 指導者に関する様々な課題に対応するため、クラブの指導を希望する教職員

の勤務時間帯について、出勤退勤時間をそれぞれ 1 時間早くするなど柔軟に変

更できるシステムを構築する考えはないか。 

(4) 今後、地域クラブが増えていくと思うが、活動場所の確保はどう考えている

のか。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員 飯 塚 義 隆    

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 企業誘致による地域経済の活性化について 

(1) 市内の工業団地は分譲が進み、新規立地や事業用地の拡張、移転の要望に対

応できる用地が少ない。そのため、令和 6 年度予算に大潟工業団地の整備費 8

億 3,200 万円と、新規工業団地の候補地の適地選定を行うための企業立地基礎

調査業務委託 890万円を計上しているが、以下の点について聞きたい。 

  ア 大潟工業団地は令和 7 年度末の分譲開始を目指すとしているが、整備の進

捗状況について聞きたい。 

 イ 令和 6年度では、開発面積 14ｈａの大潟工業団地の整備を進める中、新た

な工業団地の候補地も選定しているが、需要見込みの根拠を聞きたい。 

 ウ 新規工業団地の候補地の適地選定等を行うため、企業立地基礎調査業務委

託では、候補地を 2～3か所に絞り込むとしており、現在、整備中の黒井藤野

新田線沿線のほ場整備の未整備地区が適地と考えるが、市の考えを聞きたい。

また、適地とした場合には、当該道路の早期整備が不可欠であると考えるが

どうか。 

 

2 グラウンド・ゴルフの専用コースの新設について 

(1) 令和 5年 6月定例会の一般質問で、グラウンド・ゴルフ専用コースの新設を

求めたところ、「上越市老人クラブ連合会をはじめ、多くの方々からも要望を受

けている。福祉交流プラザの広場を試行的に利用し、その中で今後の整備のあ

り方について検討していく」との答弁があったが、その後の具体的な検討状況

と、今後の整備予定について聞きたい。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 26日  

次のとおり通告します。 議 員  大 島 美 香  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 高田の「雁木町家」の保存について 

(1) 高田市街地の「雁木町家」は、上越市の歴史文化を代表する建築物であり、

特に雁木については、日本一の長さを誇り、雪国ならではの我々の暮らしを支

えてきた先人の知恵である。「雁木町家」の価値について市の考えを聞きたい。 

(2) 市では「雁木町家」を保存するために、どのような取組を行っているか。ま

た今後、既存の取組を拡充したり、新たな取組を行う考えはないか。 

 

2 雁木町家の防火対策等について 

(1) 令和 6年に入り本町では 3件の火災が発生し、住民に不安が広がっている。

「住民の安全と暮らしの安心」のため、同様の雁木町家の火災を想定し、火災

予防の活動や消防訓練の実施など、市と市民が一体となり防火・消防対策を行

うべきと考えるがどうか。 

(2) 雁木町家は木造密集地域であり、各世帯で設置する住宅用火災報知器や近接

世帯で共同設置する連動型火災警報器の設置は、火災予防で有効と考えるが、

市内の設置状況はどうか。また、雁木町家に限定した補助制度創設の検討を望

むがどうか。 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  石 田 裕 一  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 郷人会について 

(1) 当市では「東京浦川原会」のような故郷上越を想う団体が存在しているが、

高齢化や役員のなりて不足、次につなぐ世代の加入が少なく、解散が迫られて

いる。郷人会の交流が続くように、市としても支援が必要と思うがどうか。 

 

2 越後田舎体験事業について 

(1) 越後田舎体験事業の事務局が、上越観光コンベンション協会となってから間

もなく 2 年が経過するが、これまでの取組状況について聞きたい。また、この

事業は交流人口の拡大も含め重要な事業と考えるが、市の考えを聞きたい。 

 

市 長 

 

 

 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  熊 倉 隆 将  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 103万円の壁撤廃による当市への効果や影響について 

(1) 令和 6年 11月 22日に閣議決定された総合経済対策の中で、103万円の壁に

ついては令和 7 年度の税制改正の中で議論し引き上げる方針が示された。仮に

現行の 103万円から 178万円に引き上げられた場合、所得税の減少による地方

交付税への影響をどの程度と見積もっているのか。また、個人市民税の税収減

はどの程度となるのか。 

(2) 当市の税収減が見込まれる一方で、市民の可処分所得の増加が期待される。

この両面を踏まえ、減税により恩恵を受けた層が、行政サービスを削減される

という懸念はないか。 

(3) 103 万円の壁撤廃が、特に子育てに係る市長公約の実現に与える影響につい

てどう考えるか。 

 

2 3人目以降出生時における経済的負担の軽減について 

(1) 3 人目以降の子どもが出生する世帯に対し、現行の出産・子育て応援ギフト

の時期に合わせて、手当の支給を検討できないか。 

 

3 民生委員の処遇改善について 

(1) 民生委員のなり手不足の解消のため、以下の方法で処遇改善できないか。 

ア 報償費の増額 

イ 配置人数の再調整による割り振りの最適化 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  西 沢 智 子  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 小児インフルエンザワクチン接種の助成について 

(1) 小児インフルエンザワクチン接種は、13歳未満までは 2回接種しなければな

らず費用の負担が大きい。また、子育て世代から負担軽減の要望も多いことか

ら、小児インフルエンザワクチン接種の費用を助成する考えはあるか。 

 

2 5歳児健診について 

(1) 国が示している「5 歳児健診」について、こどもたちのすこやかな成長発達

を支援していくために市として実施する考えはないか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  山 田 忠 晴  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 災害や停電時における「医療的ケア児・者」への給電ボランティアについて 

(1) 人工呼吸器による呼吸管理や、経管栄養、たんの吸引、導尿など、医療的ケ

アを日常的に必要とする人たちのことを 「医療的ケア児・者」と言う。防災に

おいて自助の精神は欠かせないが、地域の中で支え合いながら避難行動ができ

る取組が大切だと考える。家族だけでは、停電時に生命を守れない場合もある

ことから、社会福祉協議会等と連携し、医療機器が使用できるようにＥＶ・ハ

イブリッド車等から給電するボランティア活動を推進する考えはないか。 

 

2 林業促進に向けた高性能機械導入の支援について 

(1) 当市の林業の持続的な発展に向け、林業経営者や今後、林業への従事を考え

ている方に伐倒・枝払い・玉切り・集積が可能な高性能機械の導入への支援は

効果的であると考えるがどうか。 

 

3 姉妹・友好都市「浦項（ポハン）市」との人的交流について 

(1) 上越市の発足 25周年記念式典において、韓国の浦項市、中国の琿春（コンシ

ュン）市と積み重ねてきた人的、経済的な交流実績をもとに「国際経済・文化

交流共同宣言」の調印を行い、3 都市間でのトライアングル友好交流を進めて

いる。以前、韓国の浦項市とは人的交流等を行っていたと聞くが、再開する予

定はあるか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  関 川 信 之  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 上越市立水族博物館うみがたりについて 

(1) 駐車場利用者が増加する繁忙期に、第 3駐車場に仮設トイレを設置する考え

はないか。 

(2) 水族博物館の売りである日本海テラスから、館外の電柱と電線が見えている

ため、景観向上の観点から、改善する考えはないか。 

 

2 保倉川放水路整備について 

(1) 移転を余儀なくされる整備予定地内の住民は、具体的な移転スケジュールが

分からず、将来に不安を感じている。市としてどのような対応を考えているか。 

(2) 八千浦地区の南側周回道路は、保倉川放水路ルートの手前で整備が止まって

いる。今後、保倉川放水路に関連してどのように進めていくか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  宮 﨑 朋 子  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 近年深刻化する鳥獣被害の対策について 

(1) 国は、令和 6年 4月にクマ類（四国を除く）を新たに指定管理鳥獣に加えた

が、これにより市の被害防止対策はどのようなことが拡充され、その効果はど

うか。また、その内容等を市民や住民にしっかり周知しているか。 

(2) 市ではこれまで鳥獣被害対策として、緩衝帯を設けるなどの取組をしてきた

が、特にクマは重大な人身被害につながる可能性が高く、そのような対策だけ

では難しい局面に来ているのではないかと考える。当市で実施している国の「ク

マ類の出没に対応する体制構築事業」の活用も含め、市民の安心安全に向けた

今後の対策について聞きたい。 

(3) イノシシやクマの出没確認に関しては、人的な対応では限りがあると考える。

また、出没確認をする市職員の危険性も懸念される。より一層デジタル技術等

を駆使した効率的な監視の体制づくりが急務と考えるがどうか。 

(4) クマ出没の誘因となる放任果樹等の除去について、空き家の所有者や独居高

齢者などへの周知徹底を望む。また、クマ出没が多い地域の放任果樹などの除

去についても補助金制度の検討を望むがどうか。 

 

2 防災・減災の更なる取組について 

(1) 地震対策として感震ブレーカーの必要性が高まっているが、当市の設置率や

その必要性の周知は徹底されているか。特に高齢者は、ブレーカーを操作する

ことさえも困難な方も多い。まずは、消防署と連携して設置状況などの把握や、

条件や期間等を限定した感震ブレーカー設置費用の補助制度創設の検討を望む

がどうか。 

(2) 女性の視点は、日頃の防災・減災対策はもちろん、近年多発する震災の被災

時や復興時に重要と考える。この推進のためには、女性が意見を言える場にい

ることが重要であると考える。それを推進するためには、当市の防災部局にお

ける積極的な女性職員の配置や防災会議における女性委員の増員などを望む

が、市の現状と今後の方向性について聞きたい。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 27日  

次のとおり通告します。 議 員  降 旗 太 地  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 上越市表彰について 

(1) 上越市表彰の意義と市民や地域社会にもたらす具体的な効果について聞きた

い。 

(2) 上越市表彰基準の第 2号〜第 7号（ウ）、第 8号、第 10号が実際にどのよう

に運用され、過去どのような受賞者が該当したのか。 

(3) 上越市表彰条例に基づく表彰基準における「継続年数」の妥当性について聞

きたい。また、施行当初の社会状況と現代の状況を踏まえた上で、基準の見直

しを行う可能性はあるか。 

(4) まちの活性化や賑わい創出に取り組む若者への表彰や、上越市表彰に限らず

若者の表彰等をする考えはないか。 

 

2 こどもプールの廃止について 

(1) 旧上越市内の公園内に設置された 12 か所のこどもプールが令和 6 年度で廃

止されると聞いているが、廃止を決定した理由を伺いたい。 

(2) 廃止後の利用方法について、具体的な計画があるのか。また、地域の声を反

映するためのワークショップや意見募集の実施を予定しているのか。予定して

いる場合は、スケジュールを聞きたい。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 28日  

次のとおり通告します。 議 員  山 本 佳 洋  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 改正地方自治法について 

(1) 地方自治法が令和 6年 6月に改正され、個別の法律に規定がなくても、国民

の安全に重大な影響をおよぼす事態が生じた場合に、国が自治体に対して必要

な指示を行うことができるとする特例が盛り込まれた。市長はそれに対し、「地

方の自主性が損なわれることがないよう、地方との意思疎通を密に運用してい

ただきたい」と文書でコメントした。「地方の自主性が損なわれる」とは、改正

されたことによってどのような影響があると考えての発言だったのか。また、

「地方との意思疎通を密に運用していただきたい」とは、誰に対して、どのよ

うな対応を求めての発言だったのか。 

(2) 市町村が自治会連合会や社会福祉協議会など地域で活動する団体を指定地域

共同活動団体として指定し、必要な支援を行うことも盛り込まれた。指定地域

共同活動団体制度の創設は、各自治体に委ねられているが、永続的な行政財産

の貸付や指定する団体との契約を随意契約で結ぶ等の特例を設けており、恣意

的な運用につながる恐れがある。制度を創設すべきではないと考えるが、市の

考えはどうか。 

 

2 学校給食調理員について 

(1) 新潟県の最低賃金が 54円引き上げられたが、委託業者の調理員において、低

賃金労働者をつくりださないよう調査しているのか。また、市の調理員の配置

基準と比較調査をしているのか。 

(2) 調理員の人件費の引き上げや衛生用品の値上げなどが委託業者の運営に大き

なダメージを与えている。それらの予算確保と変更契約をすべきと考えるがど

うか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 28日  

次のとおり通告します。 議 員  滝 沢 一 成  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 帯状疱疹ワクチンについて 

(1) 帯状疱疹ワクチン接種への助成を行う考えはないか。 

 

2 市内の農村公園について 

(1) 大島区の複数の農村公園において、遊具や砂場が使えないなどの状況にある

が、どのように対処するのか。 

(2) 「子育て全国一を目指す」ことを標榜するのであれば、子供らが遊ぶ公園の

休止、廃止という方向性はあり得ないと考える。大島区に限らず、市内各所の

農村公園について、どのような整備方針であるのか。 

 

3 ガス・上下水道施設における耐震・耐津波対策について 

(1) 市は、ガス事業・水道事業の中期経営計画を策定し、ガス・上水道施設の耐

震化等についても進めていると理解するが、以下の点について聞きたい。 

 ア ガス事業においては、管路耐震化率が 100％であると聞き及ぶが、耐震・

耐津波対策上、課題はあるか。 

 イ 水道事業においては、令和 5年度末時点で水道管全体の耐震化率が 73.8％

と比較的健全な状態であるが、基幹管路の耐震適合率が全国平均を若干下回

っている。引き続きどのような取組を行っていくのか。また、耐津波対策の

現況も合わせて聞きたい。 

(2) 市は、下水道の耐震・耐津波対策を進めていると考える。管路施設、下水道

センター等における耐震・耐津波対策、被災後の応急対応、復旧の指針と課題、

今後の方向性について聞きたい。 

 

4 春日山城跡整備について 

(1) 春日山城跡の整備にあたっては、本来の姿である「土の城」復元を徹底して

行うべきであるが、以下の点について聞きたい。 

 ア 市はこれまで春日山城を「土の城」と表現してきたが、「土の城」とはどの

ような状態をイメージしているのか。 

 イ 遺跡調査の状況はどうか。かつての廃城前の姿（建物を除く）は、把握し

ているのか。 

 ウ 100余年前の大正時代の姿に戻すとされているが、その範囲を聞きたい。 

 エ 植林された杉、低木等を皆伐すべきと考えるがどうか。 

 オ 徹底した「土の城」という「他のどこにも見られない」威容を復元するこ

とこそ、観光客を吸引する原動力となると考えるがどうか。 
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ガス水道 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 28日  

次のとおり通告します。 議 員  安 田 佳 世  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 若者世代・子育て世代の市民アンケート結果について 

(1) 令和 6年度に実施した「若者世代・子育て世代の市民アンケート」の結果か

ら明らかになった現状や課題をどう分析しているか。特に、出産や子育てがし

やすいと思う割合が約 30％減少していることについては、どう考えているか。 

(2) 今回のアンケート結果は、市の施策にどのように反映されるのか。 

(3) 出産や子育てについては、経験した人に対する調査や分析を更に深めること

で、今後の施策への方向性が見えてくると考える。市は、どのように取り組ん

でいるか。 

 

2 令和 7年度予算編成方針と第 3期まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

(1) 令和 7年度予算編成方針に示されているとおり、物価や人件費の高騰により

あらゆる経費の増加が見込まれている。また、財政調整基金は財政計画におけ

る見込額を下回っている。非常に厳しい財政状況の中、「歳出の適正化」が求め

られるが、既存事業の改善、見直し、廃止については、どのような考えで判断

をしていくのか。 

(2) 予算編成の基本方針の一つとして、第 3期まち・ひと・しごと創生総合戦略

に基づく取組を進めることとしている。戦略案の概要として 4 つの政策分野と

5 つの強化の視点が示されているが、令和 7 年度予算編成に当たっては、新規

事業の実施や既存事業の拡充が検討されているか。財政状況が厳しい中での検

討の方向性を聞きたい。 

 

市 長 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 28日  

次のとおり通告します。 議 員  上 野 公 悦  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 103万円の壁問題について 

(1) 令和 6年 11月 22日に閣議決定された 103万円の壁撤廃について、どのよう

に受け止めているか。 

(2) 当市の税収は 30 億円程度の減収になるとのことだが、今後の施策推進や市

民サービスにどのような影響が出てくると考えているか。また、減収分の財源

を確保する方法を聞きたい。確保できなかった場合、市民サービスを低下させ

ないと約束できるか。 

 

2 マイナ保険証について 

(1) 当市におけるマイナンバーカードの交付は人口比どのくらいか。また、マイ

ナンバーカードに保険証を登録した人はどのくらいか。 

(2) 当市におけるマイナ保険証の利用率はどのくらいか。また、この利用率をど

う見るか。 

(3) マイナンバーカードに保険証を紐づけることはやめて、従来の保険証を継続

するよう国に要望する考えはないか。 

(4) 従来の保険証を廃止するとしても、マイナ保険証の登録をしている・してい

ないに関わらず、すべての人にマイナンバーカードによらず保険資格が確認で

きる資格確認書を交付してはどうか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 28日  

次のとおり通告します。 議 員  本 城 文 夫  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 ガス事業の今後の見通しについて 

(1) 人口減少や電力需要の増加を受けてガス販売量の低下を懸念するが、大口需

要拡大対策をどのように取り組んでいくか。 

(2) 内部留保資金のおかげで健全経営だというが、ガス料金の適正化や一般家庭

などの受益者負担の軽減対策はどのように考えているのか。また、国の補正予

算による経済対策に加え、市独自の支援策を行う考えはないか。 

(3) 近年、他市ではガス事業の官民共同出資会社を設立し、ガス事業を譲渡する

動きがあるが、当市はそのような懸念はないのか。 

(4) ＬＮＧの購入価格変動への対応と貿易価格など政府関係方面への要請活動は

どのような現状にあるのか。 

(5) 脱炭素社会の実現にむけて、ガス業界では都市ガスのカーボンニュートラル

化率を 2050年に 100％とする目標を掲げているが、市民への啓発はどのように

する考えか。 

 

2 水道事業の今後の見通しについて 

(1) 人口減少で家庭や学校・事業所など有収水量が減少傾向にあるが、今後の管

路の耐震化や、老朽化に伴う更新など施設整備の見通しはどうか。 

(2) 城山浄水場の大規模改修工事の進捗状況はどうか。 

(3) 水道における有機フッ素化合物、いわゆるＰＦＡＳについて、環境省は水道

法上の水質基準項目への格上げを検討しているが、当市における水質の状況は

どうか。 

 

3 小中学校敷地における借地料の改善について 

(1) 教育委員会所管の学校用地中、小学校では 24校・中学校では 6校が一部借地

となっており、令和 6 年度は年間約 3,000 万円を予算計上している。市財政が

厳しさを増す中で長期間にわたることから、これまでどのように改善策を検討

してきたのか。 

(2) 借地の契約を更新する際、地権者との協議はどのように行われてきたのか。 

(3) 人口減少で児童数が減少している。適正配置の取組とともに借地の返還や市

有地との交換、購入などを検討するべきではないか。 

 

 

ガス水道 

事業管理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガス水道 

事業管理者 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 28日  

次のとおり通告します。 議 員  丸 山  章  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 中山間地域等(13区)の総合事務所等の組織改編並びに 13区に「○○未来創生

スペシャルセンター」の設立について 

(1) 現状の行政運営を改め、効率的で効果的な地域振興を進めるため、13区の総

合事務所の業務を縮小すると同時に、まちづくり振興会等を統合し、地域振興

が力強く動き出せる新たな組織体制に変換させるための抜本的見直しを行う。

当市の面積は 973ｋ㎡と広く、13 区においては歴史的な風土や文化等が異なっ

ていることから、共通する課題とそうでない課題が混在しているのが現状であ

りながら、合併して 20 年目に入ろうとしているにも関わらず、13 区の地域ビ

ジョンが策定されない異常ともいえる状態が続いている。現状の課題と問題点

を整理しつつ、将来を見据えた有効な政策、対策を立て実行に移していかない

ことには、中山間地域が多く存在する 13区の維持・向上・発展は見込めないこ

とから、「〇〇未来創生スペシャルセンター」を設立すべきと考えるが、いかが

か。 

ア 組織の見直しが必要とする理由 

  (ｱ) 総合事務所 

   ａ 本来、行政は積極的に地域住民と結びつきを持ち、協働で地域の維持、

向上、発展を導いていくことが大きな役割であるにも関わらず、現状は

同じテーブルに着き、地域住民と一緒になって未来創生に向けた地域づ

くりの具体的施策づくりに繋げているとはいえない状況である。 

   ｂ 社会の変遷とともに、複雑化する地域の課題等の改善に向け、行政は

その時々に応じた要請に答えて行くことが求められる。従って、旧態依

然とした組織体制を見直し、一般事務、維持管理的な業務は、木田庁舎

に編入させると同時に、市職員を新組織に出向させ、13区において地域

と行政との協働による地域づくりを推進させる新たな組織体制を構築す

ることが重要である。 

   ｃ 市民生活・福祉グループは、法定受託事務、福祉業務など、住民に関

わる重要な業務を行っているため、支所に存続させる。 

   ｄ 建設グループ、産業グループは、道路関係、農林水産業関係等の地域

住民に関わる重要な業務に対応することから、そのまま集約先支所(柿崎

区、浦川原区、板倉区)に存続させる。 

  (ｲ) まちづくり振興会等 

   ａ 行政から多くの業務を受託している。 

   ｂ 現状は、設立の経緯や背景などを踏まえた目的に示されている業務に

対応することで、手一杯の状況と思われる。また、まちづくり全体を見

据えたビジョン等の策定については、限られた人員での策定は困難な状

況といえる。 

イ 新組織立上げの必要性 

  (ｱ) 地域づくりの原点は、地域に住んでいる人たちが、支え合い、創意工夫

をしながら、地域の魅力等を高めるとともに、安心・安全に暮らし続けら

れる生活環境を整えることといえる。とりわけ、13区の多くの中山間地域
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は、人口減少と高齢化に伴い人材不足に陥っていることは否めない。これ

らの課題を改善するための手段を考えないことには未来を描けないため、

13区の二大組織といえる総合事務所の抜本的見直しと同時に、まちづくり

振興会等を統合し、それぞれの利点を共有しながら効率的・効果的な地域

づくりを推進させることが肝要である。また、少子高齢化が進んでいる中

山間地域の多い 13 区の住民の期待に応え得るため、住民と行政の協働の

下、地域ビジョン等の策定とともに、具体的な施策を実行できる機動性の

ある組織体制を構築するべく、地域の人材と行政職員の能力を活かすこと

を狙いとし、「○○未来創生スペシャルセンター」を設立させることが重要

である。 

    ａ 組織機能・業務内容 

    ⒜ 地域と行政の協働による地域づくりを推進する。 

    ⒝ 地域ビジョン、戦略、戦術を策定する。 

    ⒞ ワンストップ機能を持たせる。 

    ⒟ 共通課題を共有し、地域づくりが効率的・効果的に推進できる体制 

     にする。 

    ⒠ 行政職員の持つ知見、知識等をまちづくりに活かす。 

    ⒡ 少子高齢化が進行する中山間地域の大きな課題である人材不足の弊 

害を改善させる。 

    ⒢ 若年層から高齢層に至るまで、安心安全に生活できる地域づくりを 

     推進する。 

    ⒣ 組織体制は、カのとおりである。 

ウ センター設立のポイント 

  (ｱ) 13区では、人口が横ばい状態の区もあれば、人口減少、少子高齢化が顕

著である区など、13区の状況は様々である。人口減少、少子高齢化が顕著

の区をベースにして、「組織力の強化」「地域力の向上」「後継者不足の改善」

「リスク回避」の 4 つのポイントに基づき、維持・向上・発展に導くため

の体制にすべくセンターを設立する。 

   ａ 組織力の強化 

    ⒜ 「チーム○○」の疎通を図りつつ、地域の課題等を洗い出しのうえ

可視化し、地域ビジョンの作成はもとより、未来創生に向けたマネジ

メント力を高める。 

   ｂ 地域力の向上 

⒜ 地域ビジョンを基に、市民・行政の協働により地域の維持・発展に 

向けた具体的な新たな施策の練り上げと事業実施を行い、地域の課題

等の改善、解決に結び付けていく。 

   ｃ 後継者不足の改善 

⒜ 町内会等各種団体の人材の高齢化の改善に向けて、住民、行政、ア 

ドバイザーとの協働により、魅力ある未来創生に向けた個々の団体の

改善策を導き出す。 

   ｄ リスクの回避 

⒜ 法律の遵守等の対応、国県等の補助(支援)金の活用については、行

政職員の知見、指導は欠かせないうえ、効率的で効果的な地域づくり

に向けた事業執行に導く。 

エ 組織改編及び新組織の設立の意図 

  (ｱ) 福祉関係及び戸籍法等の身分に関わる業務を除き、直接市民生活に及ぼ

すことが少ない業務を整理しつつ、市民の期待に応え得る新たな機動的な

組織体制を構築することが重要である。 

  (ｲ) 市民と行政職員の協働により、地域の維持、向上、発展に寄与する地域

振興の具体的施策づくりと実行に向けた体制が欠かせない。 

(ｳ) 敏捷性の良い組織運営を構築し、地域住民が安心して生活できる環境に

令和6年第7回（12月）上越市議会定例会　一般質問　通告一覧

- 22/29 -



 
導く。 

  (ｴ) 地域ビジョンの下、「○○未来創生スペシャルセンター」で提案する重要

施策を市政に反映できるようにする。 

オ 現組織改編 

  (ｱ) 現市役所集約先総合事務所 3区を除く 10区を市役所支所とする。 

  (ｲ) 現市役所集約先総合事務所 3区を市役所集約先支所とする。 

  (ｳ) 現まちづくり振興会等 

   ａ 新組織「○○未来創生スペシャルセンター」に移管する。 

   ｂ 現職員は、そのまま新組織に移管する。 

ｃ 財産に関しては、現状の用途を遵守しつつ、地域づくりに活用する。 

カ 新組織 

  (ｱ) ○○未来創生スペシャルセンター 

   ａ 組織形態 

    ⒜ 特定非営利活動法人（ＮＰＯ） 

   ｂ 設置場所 

    ⒜ 現総合事務所又は現まちづくり振興会 

ｃ 業務 

  ⒜ 主に地域振興、産業建設、教育・文化に関する事項を担う。 

ｄ 人事体制 

  ⒜ 理事長（代表）は現まちづくり振興会等の会長（非常勤）を充てる。 

  ⒝ センター長は市職員を充てる。 

  ⒞ 13区それぞれに、市職員を 5名程度出向する。 

  ⒟ 区在住者から、2名程度任期付きで採用する。また、まちづくり振興 

会等の現職員をそのままセンター職員とする。 

  ⒠ アドバイザーを配置する。 

ｅ 財源 

  ⒜ 市の補助（助成）金 

  ⒝ まちづくり振興会財産 

  ⒞ ふるさと納税等による財源確保 

    ｆ 期待される効果 

⒜ 高齢化が進み、人材不足が懸念される中山間地域の区において、行

政職員が積極的に地域づくりに関わる体制を整えることで、市民の熱

意が醸成されることが期待できる。 

⒝ 若者から高齢者まで、地域づくりへの関心を高めることが期待でき

る。 

⒞ 地域ビジョンに基づき、地域づくりに向けた有効な施策の展開や価

値ある投資が期待できるうえ、有効な事例等については、各区へ波及

できる。 

⒟ 地域づくりのアイデア、意見等を机上、現場等を通じてスピード感

を持って対応できる環境が整う。 

    ⒠ ＳＮＳ等を積極的に活用し、今以上の独自の魅力発信に繋げられる。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 29日  

次のとおり通告します。 議 員  高山 ゆう子  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 放課後児童クラブについて 

(1) 共働き世帯が増加する中、現在国では「103 万円の壁」撤廃について議論が

進み、今後ますます放課後児童クラブは子どもたちや保護者にとって安全な居

場所として重要度が高まっているが、以下の点について聞きたい。 

 ア 現在の児童クラブに登録している児童総数、児童数が多いクラブ名と児童

数、職員数を聞きたい。 

 イ 令和 6 年度より民間へ業務委託している児童クラブは、何か所あるか。ま

た、民間委託した経緯、メリットとデメリットは何か。今後、更に民間委託

を拡大する予定はあるか。 

 ウ 令和 6年度からの新規事業である、日曜、祝日試行開設している 3つのク

ラブの利用状況と、夏休み中の昼食の配食サービスの利用状況を聞きたい。 

 エ 当市における放課後児童クラブの課題は何か。 

 

2 不登校児童に対するフリースクール等の連携について 

(1) 当市は、学びの多様化学校の設置方針を決定したが、やすづか学園の他、こ

こ数年様々なフリースクールが増えてきている。令和 6 年 11 月には県教育委

員会主催でフリースクール等の事業者との情報交換の場が設けられたと聞く

が、不登校児童や生徒に関するフリースクールとの連携について、今後どのよ

うに考えているのか聞きたい。 

 

3 公共施設のフリーＷｉ‐Ｆｉ整備について 

(1) 市内一部の公共施設には公衆無線ＬＡＮが整備され、市民に利用されており、

また災害時にも有効に使用できる利点を持っていたが、一方で本年 9 月末の光

ステーションサービスの終了に伴いＷｉ‐Ｆｉが使えなくなった施設がある。

市民からはサービスの低下と嘆かれているが、今後も整備する予定はないのか。

特にＷｉ‐Ｆｉが使えなくなった施設のうち、市民の利用が多い「市民プラザ」

と「ミュゼ雪小町」について聞きたい。 

 

4 連たん地域の防火対策等について 

(1) 令和 6年に入り、本町では複数棟を焼失する火災が続いている。本町 6丁目

の火元である元旅館は、火災から 9 か月経過し、未だそのままの状態で地域か

ら景観等への不安の声が出ているが、市として対処できないか。また、ここは

数年前から空き家であり、本町 2 丁目の火元も空き家と聞くが、連たん地域に

おける空き家対策と冬期も含めた防火対策をどのように考えているか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 29日  

次のとおり通告します。 議 員  伊 﨑 博 幸  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 妙高・斑尾エリアリゾート開発による影響について 

(1) 第二のニセコ化と言われ期待される部分はあるが、開発における上越市のデ

メリットについてどのように捉えているか。開発の波紋が上越市に及ぶ可能性

について、市民の生活、自然環境や景観に対する負の影響（渋滞、混雑、マナ

ー違反など）に対しての考えを聞きたい。 

(2) 外国人によるオーバーツーリズムが懸念されるが、特に日本人の国内観光へ

の影響について、どのように配慮していく予定か。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 29日  

次のとおり通告します。 議 員  平良木 哲也  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 柏崎刈羽原子力発電所について 

(1) 新潟日報社が令和 6年 10月 24日に実施した独自調査では、原発の再稼働に

ついて信を問う手法で適当なのは、県民投票との回答が 57.3％を占め、知事選

は 12.8％、県議会への提案は 6.5％にとどまり、県民投票を行うことが県民の

意思であることが明らかになった。このことに関する市長の認識はどうか。 

(2) 政府のＧＸ（グリーントランスフォーメーション）実現に向けた基本方針に

よると、「エネルギー安全保障に寄与し、脱炭素効果の高い」原子力を「最大限

活用する」としている。また、エネルギー基本計画によると、原発による発電

量を最低 20％確保するとしている。そして、令和 6年 9月 6日の原子力関係閣

僚会議では、「原発回帰」路線を明確にする中で、柏崎刈羽原発の再稼働への理

解が進むよう政府を挙げて、更なる具体的な対応を行うよう指示し、再稼働に

向けて前のめりになっている。こうした動きを、市長はどう見ているか。 

(3) 市長は、令和 4年 9月定例会において、｢ＵＰＺ自治体に事前了解権は必要で

ある｣としつつ、｢事前了解権を有する安全協定の締結を求めることは現時点で

は難しいと考える｣とも表明している。しかし、再稼働に向けた動きが加速して

いる現状において、必要性を認識しながら傍観することは無責任のそしりを免

れない。ＵＰＺ内の他自治体に働きかけること、あるいは当市独自に東京電力

との交渉を行うことなど、あらゆる手立てを講じて事前了解権を得る取組を進

めるべきではないか。 

(4) 長岡市の磯田市長は、再稼働を巡っての課題を主体的に整理し、良識ある見

解を示している。中川市長は再稼働についてどのように考えているか。また、

再稼働に関する課題をどのように整理し、市独自にはどのような施策を講じて

いるか。 

 

2 こどもプール等について 

(1) 市内の都市公園に設置されている 12 か所のこどもプールは、令和 6 年度で

運営を終了するとのことであるが、その理由と運営終了に至る経緯を聞きたい。 

(2)プール跡地の整備についての協議を含め、地元町内会とどのような話し合いに

なっているか。 

(3) 上越市子ども・子育て支援総合計画によると、「市は、子どもが自分らしく生

きていくために、（中略）家庭環境を問わず、全ての子どもがのびのびと過ごせ

る居場所づくりなどを行います」とあるが、無料で利用できるプールの運営終

了は、そのことに逆行するのではないか。基本的な考え方を聞きたい。 

(4) 同計画には、「子どもたちが自由に活動できる場を提供し、子どもたちがすこ

やかに成長できる環境づくりを進めます」とあることから、こどもプールの運

営終了に伴って、それに代わる何らかの措置を執るのが当然であると考えるが、

どのようにするのか。 

 

3 性的少数者の支援等について 

(1) 市民団体が令和 6年 11月 2日に行った「レインボープライド市民パレード」
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は、決して十分な参加呼びかけが行われたと言えない中、強い雨の中にも関わ

らず、市内外から 50人を超える参加者が集い、性的少数者の存在と支援の訴え

をＰＲする機会となった。このことは、市内に少なくない性的少数者がいるこ

と、また、その支援にまだ十分に手が回りかねていること、さらに、市民らが

力を合わせて支援していく意欲が生まれ、行動に立ち上がりつつあること等を

示している。そして、このような行動が、令和 6年 2 月 1 日に開始したパート

ナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度をはじめとした様々な支援や、学校で

の性教育、市民向けの啓発活動（包括的性教育）を更に強めていくことが必要

であることも示した。そこで、次の点について聞きたい。 

 ア 市長並びに教育長は、このパレードの成功をどのように捉えているか。 

 イ 当市の性的少数者に対する支援制度及び学校における性教育の状況、市民

への啓発活動をどのように評価しているか。また、これらを今後どのように

改善していく考えか。 

ウ 性的少数者に対する支援の一つとして、“オールジェンダートイレ”の設

置・増設が必要と考えるが、少なくとも公共施設には積極的に設置・増設す

る考えはないか。なお、その前提として、あり方の研究と検討が必要である

が、現在どのような検討がなされているか。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 29日  

次のとおり通告します。 議 員  橋 爪 法 一  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 柏崎刈羽原発と原子力防災計画などについて 

(1) 能登半島地震では、新潟県内でも多大な被害が発生した。もし、柏崎刈羽原

発が地震により被災し、過酷な事故に至った場合、現在の地域防災計画や屋内

退避・避難計画では、住民の命と暮らしを守れないと考えるが、市長の認識を

聞きたい。 

(2) 能登半島地震の経験と被災状況を踏まえ、地域防災計画や屋内退避・避難計

画について、今後、何を見直し、どう改善しようとしているのか。 

(3) 国はこのほど原子力災害対策指針の見直しを行ったが、その評価と今後の対

応について聞きたい。 

 

2 コウノトリに関するこれまでの取組と今後の方針について 

(1) 令和 6年度、コウノトリに関して市が取り組んだ内容（経費を含む）と、総

括について聞きたい。 

(2) 令和 7年度に向けて、どのような対応をしていくのか方針を聞きたい。 
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発  言  通  告  書 

上越市議会議長 渡邉 隆 様 令和 6年 11月 29日  

次のとおり通告します。 議 員  宮 越  馨  

発 言 の 種 別 質疑     一般質問     緊急質問     討論（賛成・反対）  

項     目    ・    要     旨 答 弁 者  

 

1 直江津労災病院の閉院後の利活用問題及び上越地域医療センター病院の整備

のあり方について 

(1) 労災病院の閉院後の利活用については、市が労働者健康安全機構から委譲を

受け、コワーキング（テナント）病院として運営し、地域医療のニーズ（存続

希望）に応えるべきであると考えるが、市としての対応策を聞きたい。 

(2) 上越地域医療センター病院の今後のあり方について、市の基本的な考え方及

び今後の整備方針を聞きたい。また、歯科口腔外科を医療再編計画の一環とし

て、先行して整備することとしているが、移行後（約 2 年後）同施設を除去整

備することは、財政支出上市税の無駄遣いに当たる。合理的な理由を聞きたい。 

 

2 中川市長の政治姿勢及び資質について 

(1) 議会から辞職勧告を出され、市民集会やアンケートなどでは多くの市民から

も直ちに辞めてほしいとされているが、なぜ辞職をしないのか。特別なしがら

みに縛られているのか。様々な背景を聞きたい。 

(2) 過日元市議が、中川市長が数々の不適切発言を繰り返す中、「高卒学歴の多く

の市民らに『高卒がための劣等感・屈辱・人権・名誉など』市民に深い心の傷

を与えた」と同時に「耐え難い屈辱を受けた」として、中川市長に対して名誉

棄損の損害賠償を求めて新潟地裁に名誉回復の訴訟を起こした。これに対し市

長は、争うとしているようだが、何をもって争うとしているのかを聞きたい。 

(3) 市長の重要公約である「雁木通りを世界遺産にする」「子育て日本一にする」

「日本一住みよいまちにする」と言ってきたが、実績（全国比較）はどうであ

ったか。公約軽視に当たらないか。また、副市長 4 人制は単にやる振りをした

だけのことか。その真意を聞きたい。 

(4) 市長として市の発展のためにトップセールスを行うとしてきたが、これまで

の成果を聞きたい。 

(5) 石破政権が誕生し、日本創生なかんずく地方創生が新たな国づくりの基本に

しなければならないと地方分権の重要性を唱えているが、地方分権に根差した

地方からの国づくりとして何か考えているかを聞きたい。 

(6) 具体的な政策と中川市政の過去 3年間を総括するに、有言不実行的（公約実

施は 3 割弱）な市政とリーダーシップの無さ（能登半島地震での対応など）が

大きく市政発展の障害となっている。重責である市長職には無理があり相応し

くなかったと断じざるを得ない。また、私との政策協定を拒否し続けている限

り、まちの発展は叶わないが、協定締結の真意は何だったのか。単に私の力を

利用し、選挙に勝ちたかっただけなのか。こうした不条理な考えが大きく市政

の停滞を招いている。議会からの辞職勧告を受けた市長では誰からも信用され

ず、すべての市政運営に悪影響をもたらしているといっていい。直ちに辞職を

することが最も市政発展につながるものと確信するが、所見を聞きたい。 
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